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人口面積( 59. 11. 1)
世 帯　218. 511
人口　628. 724
男　318, 468
女　310, 256

面積　53. 25k㎡
人口密度　11, 807人/ k㎡

≪月2 回( 5 日、20日) 発行≫

な く

そう放置自転車…北千住駅
放置禁止区域の指定と有料登録制自転車駐車場

着
々
と
建
設
の
進
む

駅
ピ
ル
。
変
ぼ
う
す
る

北
千
住
に
ふ
さ
わ
し
い

環
境
づ
く
り
の
た
め

に
、
放
置
自
転
車
を
皆

さ
ん
で
】
掃
し
ま
し
ょ

う
。

区
で
は
、
今
年
の
九
月
に
地
元

の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
の
ご
協
力

に
よ
り
。
放
置
自
転
車
日
本
一
の

竹
の
塚
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
を

追
放
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
各
駅

周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
奎
岨
次

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
十

年
二
月
二
十
日
を
百
途
に
北
千
住

駅
周
辺
の
自
転
車
駐
車
場
を
疸
備

し
て
い
ま
す
。

こ
の
自
転
車
畦
申
場
は
有
料
登

録
制
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
き
ま

す
。
次
の
要
領
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
登
録
制
と
な
る
自
転
車
駐
車
場

▽
北
千
住
南
自
転
車
駐
車
場
(
収

容
台
数
七
四
三
台
)
千
住
旭
町

四
一
丁
三

▽
北
千
住
北
自
転
車
駐
車
場
(
収

容
台
数
一
、
匸
一七
台
)
千
住

旭
町
四
一
丁
四

◇
利
用
資
格

一
、
足
立
区
ま
た
は
隣
接
す
る
区

に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
・
学
校

を
有
す
る
方

二
、
通
勤
も
し
く
は
、
通
学
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る

方
三
、
住
居
寉
た
は
勤

務
先
・
学
校
が
駅

か
ら
お
お
む
ね
八

百
㍍
(
心
身
障
害

者
の
方
は
除
く
)
　

を
超
え
る
距
曜
に

あ
る
方

四
、
替
通
利
用
に
つ

い
て
は
、
一
ヵ
月

に
十
日
以
上
通
動

・
通
学
に
利
用
さ

れ
る
方

※
バ
イ
ク
等
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ぺ

◇
駐
車
料
金

○
定
期
利
用

一
ヵ

月
・・・
千
八
百
円

三
ヵ

月
…
…
五
千
円

六
ヵ
月
…
…
一
万
円

※
学
生
(
小
・
中
学
生
、
高
校
生
)
、

心
身
障
害
者
の
方
は
半
額
で
す
。

○
晋
通
利
用
一
日
一
回
百
円

(北
千
住
南
自
転
車
畦
車
場
の

み
利
用
で
き
ま
す
)

◇
登
録
申
込
受
付
期
限

十
二
月
三
十
一
日
(
当
日
消
印

有
効
)

◇
申
込
方
法

次
の
事
項
を
記
入
の
つ

况
往
復
(

ガ
キ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

。

①
住
所
　

②
氏
名
　

③
職
業
(

学
生
は
学
年
)
　

④
連
絡
先
電

話
番
号
　

⑤
駐
車
場
を
夜
間
利
用

し
て
、
会
社
、
学
校
に
通
動
、
通

学
す
る
方
は
そ
の
会
社
、
学
校
の

所
在
地
　

⑥
希
望
す
る
自
転
車
駐

車
場
名
　
⑦
定
期
利
用
ま
た
は
晋

通
利
用
の
区
分

◇
選
考
(
通
知
)

申
し
込
み
者
の
中
で
遠
距
曜
者

か
ら
登
録
し
ま
す
。

登
録
等
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

二
月
十
日
頃
ま
で
に
通
知
し
ま

す
。

◇
申
込
・
問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策
課
(
〒
a

千

住
一
―
四
i
一
八
)

≪
自
転
車
の
放
置
禁
止
区
域
の
指

定
≫自

転
車
駐
車
場
の
整
備
に
伴
い

北
千
住
駅
か
ら
お
お
む
ね
三
百
㍍

の
範
囲
内
は
放
置
葉
止
区
域
に
指

定
す
る
予
定
で
す
。

自 転 車 駐 車 場 案 内 図
( 円は半径おおむね300mの放置禁止区域予定)

年
末
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

◎
「
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
飲
酒

運
転
」

最
近
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
年
末
は
忘
年
会
な
ど
酒
を

飲
む
機
会
も
多
く
な
り
、
飲
酒
に

よ
る
事
故
は
重
大
事
故
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
も
ち
ろ
ん

家
庭
や
職
場
、
地
域
の
中
で
「
し

な
い
、
さ
せ
な
い
飲
酒
運
転
」
を

徹
底
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
「
ヘ
ル
メ
ッ
卜
を
か
ぶ
っ
て
今

日
も
安
全
運
転
」

若
年
層
、
婦
人
の
方
の
運
転
に

よ
る
二
輪
車
事
故
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
事
故
は
心
の
す
き
ま
に
入

り
こ
み
ま
す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て

安
全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
頭
の
ケ
ガ
は
、
命
に
も

か
か
わ
り
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

必
ず
か
ぶ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
A
交
通
安
全
係
、

干
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
S
察
署
V

区
民
の
念
願
か
な
う

北
千
住
駅

中
距
離
電
車
全
列
車
停
車

か
ね
て
よ
り
、
区
民
の
皆
さ

ん
が
切
望
し
て
い
た
北
千
住
駅

に
中
距
離
電
車
が
す
べ
て
停
車

す
る
こ
と
が
実
現
し
ま
し
た
。

国
鉄
で
は
、
六
十
年
三
月
に

ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い
、
北
千
佳

駅
に
、
中
距
離
電
車
を
全
部
停

車
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
す
。

い
ま
ま
で
、
朝
の
通
動
時
、

上
り
九
本
だ
け
が
停
車
し
て
い

ま
し
た
が
改
正
後
、
上
下
各
四

丱
二
本
、
計
ハ
ト
四
本
の
中
距

離
電
車
が
停
車
し
ま
す
。

足
立
区
の
玄
関
北
千
住
駅
が

さ
ら
に
便
利
に
な
り
ま
す
。

秋

の

叙

勲

昭
和
五
十
九
年
秋
の
叙
勲

で
。
区
内
在
住
お
よ
び
区
内
で

功
労
の
あ
っ
た
方
十
六
名
が
、

晴
れ
て
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
伴
い
、「
叙
勲
者
祝
賀
会
」

が
、
十
二
月
五
日
、
産
業
振
興

館
で
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

こ
れ
ら
の
方
々
に
対
し
、
区
民

を
代
表
し
て
区
長
か
ら
、
お
祝

い
と
感
謝
の
意
が
表
さ
れ
ま

す
。
受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
ズ

敬
称
略
)

▽
高
橋
正
賓
(
七
十
歳
丁

勲
四

等
瑞
宝
章
・
建
設
業
振
興
功
労

▽
渡
部
健
夫
(
八
十

。
歳
了

勲

五
等
双
光
旭
日
章
・
教
育
功
労

▽
鈴
木
忠
雄
(
七
十
五
歳
)・
:勲

五
等
瑞
宝
章
・
郵
政
業
務
功
労

▽
永
井
善
太
郎
(
七
十
七
歳
)

・
:勲
五
等
瑞
宝
章
・
芸
術
文
化

功
労

▽
日
野
一
幸
(
七
卜
四
歳
)
・
:

勲
五
等
瑞
宝
章
・
建
設
行
政
事

務
功
労
　

▽
藤
本
政
雄
(

七
卜

二
歳
)
・
:
勲
五
等
瑞
宝
章
・
中

小
企
業
振
興
功
労
　
▽
山
崎
新

治
郎
(
七
十
歳
∵
・
・
勲
五
等
瑞

宝
章
・
消
防
功
労
　
▽
寺
Ⅲ
正

人
(
六
十
九
歳
∵
・
・
勲
六
等
単

光
旭
日
章
・
警
察
功
労
　
▽
野

口
松
五
郎
(
七
十
八
歳
)
・
・
・
勲

六
等
単
光
旭
日
章
・
ラ
ジ
オ
体

操
阿
及
功
労
　
▽
黒
田
源
一
　

(
六
十
九
歳
)
・
:
勲
六
等
瑞
宝

章
・
警
察
功
労
　
▽
丹
野
紀
一

郎
(
六
十
九
歳
)
・・・
勲
六
等
瑞

宝
章
・
響
察
功
労
　
▽
永
井
功

平
(
六
十
七
歳
)
…
轂
六
等
瑞

宝
9

・
郵
政
業
務
功
労
　
▽
中

里
勝
太
郎
(
六
十
七
歳
)
…
勲

六
等
瑞
宝
命
・
郵
政
業
務
功
労

▽
哭
作
俊
雄
(
六
卜
七
歳
丁
:

勲
六
等
瑞
宝
章
・
消
防
功
労
　

▽
加
野
政
治
(
六
十
九
歳
)
…

轂
七
等
t
'
l色
桐
蘖
ゆ
・
警
察
功

労
　

▽
L
条
玄
黄
(
六
卜
凡
歳
)

・
:勲
七
等
丙
色
桐
葉
章
・
警
察

功
労

あ ん ぐ る

あ

ん

ぐ

る

あ

ん

ぐ

る

や
っ
た
ネ
!

浅
井
え
り
子
さ
ん

'
8
4
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
第
2
位

今
年
の
本
紙
新
年
号
に
登

場
し
た
浅
井
え
り
子
さ
ん

が
、
十
一
月
十
八
日
の
別
東

東
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
で
、

第
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。

二
時
間
三
十
三
分
四
十
三

秒
の
成
績
は
、
日
本
女
子
マ

ラ
ソ
ン
歴
代
第
二
位
と
い
う

素
瞬
ら
し
い
も
の
。
監
督
の

佐
々
木
さ
ん
が
語
っ
て
い
た

目
標
の
ソ
ウ
ル
五
輪
へ
着
実

な
歩
み
を
進
め
ま
し
た
。

こ
の
功
績
を
た
た
え
て
。

区
で
は
十
一
月
二
十
八
日

に
、
え
り
了
さ
ん
と
ご
両
観

を
お
招
き
し
。
え
り
子
さ
ん

に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

が
ん
ぱ
れ
!

え
り
子
さ
ん
!
!

優勝したドーレ選手( 東独) と30㌔㍍付近で
競り合う浅井選手( 朝日新聞社提供)

人
権
を
守
る
た
め
に

講
演
と
映
画
の
集
い

区
で
は
、
人
権
週
問
の
行

事
の
一
環
と
し
て

、講
演
(
手

話
通
訳
つ
き
)

と
映
画
の
集

い
を
開
催
し
ま
す

。
な
お

、

人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
も
行
い
ま
す

。

日
時
　
十
二
月
ヤ
五
貝

土
)
　

午
汝
J
時
=
不

分
か
ら

場
所
　
竹
の
塚
社
会
教
育
館

ホ
ー
ル
(
四
階
)

講
師
　
磯
村
英
一
氏
(
地
域

改
善
対
策
協
議
会
会
長
)

映
画
　
『
星
か
き
れ
い
に
見

え
る
町

問
合
せ
先
　
区
役
所
同
和
対

策
担
当

発
売
中

姉妹都市提携記念

コアラ人形

卜
月
一
日
、
足
立
区
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヘ
ル
モ
ン

ト
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
結

び
ま
し
た
。

こ
の
捉
携
を
記
念
し
て
、

コ
ア
ラ
の
人
形
を
作
り
ま
し

た
。
色
は
、
占
と
オ
レ
ン
ジ

の
二
色
あ
り
ま
す
。

頒
布
価
格
　
一
個
五
百
円
　

セ
ッ
ト
(
二
個
)
千
円

頒
布
・
問
合
せ
先
　
都
市
捏

隲
交
流
推
北
組
織
結
成
t

瞞
委
員
会
事
務
局
(
区
役

所
五
階
企
画
課
)
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や
さ
し
さ
あ
た
た
め
て

十
二
月
九
日
は
障
害
者
の
日

十
二
月
九
日
は
、
一
九
七
五
年

に
国
連
総
会
で
「
障
害
者
の
権
利

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
で
、
わ

が
S
で
は
こ
の
日
を
「
障
害
者
の

日
」
と
定
め
て
い
ホ
y
。
こ
の
機

会
に
、
障
害
者
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

☆
障
害
者
を

と
り
ま
く
問
題

わ
た
し
た
ち
の
住
む
社
会
は
、

障
害
を
も
た
な
い
人
を
中
心
に
つ

く
ら
れ
て
き
た
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

建
物
や
道
路
、
交
通
機
関
な
ど

の
設
備
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
で

す
。
障
害
を
も
た
な
い
大
な
ら
何

で
も
な
い
よ
う
な
段
差
が
、
身
体

が
不
自
由
な
大
に
と
っ
て
は
大
き

な
壁
と
な
り
、
行
チ
を
は
ぱ
む
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
、

障
害
を
も
つ
大
へ
の
配
慮
に
欠
け

て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
入
学
試
験
な
ど
で

も
、
最
近
で
は
目
の
不
自
由
な
人

の
た
め
に
点
字
受
験
を
行
冫
″』こ

ろ
も
ふ
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
配
慮
は
全
般
的
に
は
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
す
。

さ
ら
に
、
障
害
を
も
つ
人
へ
の

周
囲
の
理
解
の
不
足
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
数
あ
る
問
題
の

中
で
も
一
番
大
き
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ぺ

周
囲
の
人
の
心
な
い

ふ
る
ま
い
が
、
障
害
を
も
つ
大
を

苦
し
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ど
ん
な
に
設
備
や
制
度
が
改

善
さ
れ
て
も
、
そ
れ
を
動
か
す
人

の
心
が
と
も
な
わ
な
け
れ
ば
、
生

き
た
も
の
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

☆
と
も
に
暮
ら

せ
る
社
会
を

障
害
を
も
つ
人
も
、
障
害
を
も

た
な
い
人
と
同
じ
ぷ
つ
に
、
一
人

の
人
間
と
し
て
最
大
限
に
尊
璽
さ

れ
、
平
等
な
機
会
や
市
民
生
活
を

営
む
権
利
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
国
連
の
「
障
害
者

の
権
利
宣
言
」
や
国
際
障
害
者
年

宣
言
に
も
、
こ
の
こ
と
が
高
く
掲

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
障
害
を
も
つ

人
も
も
た
な
い
人
も
、
と
も
に
暮

ら
せ
る
社
会
、
こ
れ
が
障
害
者
問

題
解
決
の
た
め
の
目
標
で
す
。

区
で
も
、
昭
和
五
十
七
年
に
S

際
障
害
者
年
足
立
区
行
助
計
訶
を

策
足
し
、
一
歩
ず
つ
目
標
に
む
か

っ
て
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
障
害
を
も
つ
人
も

も
た
な
い
人
も
、
お
互
い
に
理
解

を
深
め
あ
う
'
」と
が
大
切
で
す
。

み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ
ま
し
ょ

う
。
A

障
害
福
祉
課
V

□
福
祉
手
当
の
支
給
額
が
変
わ
り

ま
し
た

昭
和
五
十
九
年
十
月
一
日
か
ら

福
祉
手
当
の
支
給
額
が
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

足
立
区
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

月
額
九
千
円
↓
九
千
五
百
円

月
額
二
千
五
百
円
↓
据
置
き

足
立
区
難
病
患
者
福
祉
手
当

月
額
九
千
円
↓
九
千
五
百
円

東
京
都
重
度
心
身
障
客
者
手
当

月
額
三
万
四
千
円
↓
三
万
六
千

円な
お
、
重
度
心
身
障
害
者
手
当

は
、
十
一
月
支
払
分
か
ら
変
更
に

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

障
害
者
(
児
)

総
合
作
品
展

区
で
は
、
障
害
者
(
児
)
総

合
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

心
障
学
級
や
養
護
学
校
を

は
じ
め
、
区
内
全
域
か
ら
た

く
さ
ん
の
力
作
が
集
ま
り
ま

す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
二
月
二
十
日
(
木
)～

二
十
四
日
(
月
)
　
午

前
十
時～
午
後
六
時

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
(

ニ
チ
イ
四
階
)

問
合
せ
先
　

障
害
福
祉
課

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
・
難
病

患
者
福
祉
手
当
を
支
払
い
ま
す

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
期
(
八

月
～
十
一
月
分
)
の
福
祉
手
当
が

支
給
さ
れ
奪
T

。

支
払
日
　
十
二
月
二
十
五
日
頃

問
合
せ
先
　
障
害
福
祉
係

□
手
話
奉
仕
員
派
遣
申
請
の

ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
利
用
に
つ
い
て

足
立
区
心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
は
、
手
話
奉
仕
員
の
派
遣
に

つ
い
て

、
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
に
よ
る

申
請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

。

ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
で
申
詞
を
さ
れ

る
方
は
、
電
話
番
号
を
お
間
違
い

の
な
い
ぶ
フ
お
願
い
し
李
す
。

心
身
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号
(
一
般
向
)
　

八
八
三
-
六
一
七

一

(
ミ
ニ
フ
ァ
ク
ス
専
用
)

八
八
五
一
一
五
〇
七
〇

A
心
身
障
客
福
祉
セ
ン
タ
ー
V

こ れなんかお 似合いで すね( 洋 服店で)

手
作
り
の
野
菜
は
い
か
が

区
民
農
園
の
利
用
者
募
集

区
民
の
皆
さ
ん
に
、
野
粟
作
り

を
通
し
て
、
土
や
緑
に
親
し
ん
で

い
た
だ
こ
う
と
、
区
民
農
園
の
利

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

申
込
資
格
　
区
内
在
住
の
世
帯

で
、
耕
作
地
が
な
く
園
芸
に
熟

意
の
ゐ
る
世
帯

利
用
条
件
　
▼
野
菜
や
花
の
栽
培

に
限
り
ま
す
　
▼
種
苗
・
肥
料

な
ど
は
自
己
負
観

た
だ
し
、

ク
ワ
・
万
能
等
農
具
は
、
農
園

に
臠
え
て
あ
り
ま
す

利
用
期
間
　
昭
和
六
十
年
二
月
下

旬
～
昭
和
六
十
一
年
一
月
末
日

運
営
費
負
担
　
五
千
円
(
運
営
費

は
返
還
し
ま
せ
ん
)

申
込
方
法
　
必
ず
往
復
(
ガ
キ

に
、
希
望
す
る
農
園
名
、
世
帯

主
名
、
住
所
、
家
族
構
成
(
氏

名
・
年
齢
)
、電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。(返
信
用
(
ガ
キ
に
も
住
所

・
氏
名
記
入
の
こ
と
)
。

現
在
利
用
し
て
い
る
方
は
、
従

前
の
区
画
番
号
を
記
入
し
て
下
さ

い
。

※
な
お
、
世
帯
に
六
十
歳
以
上

の
利
用
す
る
方
が
い
て
、
希
望
す

る
場
合
は
、
老
人
コ
ー
ナ
ー
希
望

と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
区
民
農
園
と
重
複
申
し
込

み
は
で
さ
ま
せ
ん
。

申
込
期
限
　
十
二
月
十
五
日
(
当

日
消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
区
民
生
活
係
(

一
'鹵

千
住
一
-
四
-

一
八
)

募 集 す る 農 園

空
地
の
雑
草
除
去
に
つ
い
て

空
地
の
雑
草
が
除
去
さ
れ

な
い
ま
ま
枯
草
と
な
っ
て
扈

置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見

ら
れ
奪
歹
。

こ
り
ぞ
7
な
空
地
は
、
近

隣
住
民
の
方
に
迷
惑
と
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
非
行
の
場

と
な
っ
た
り
、
ゴ
ミ
な
ど
か

捨
て
叭
れ
火
災
発
生
の
原
因

と
も
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
区
で
は
、
雑

草
の
繁
茂
し
た
土
地
の
所
有

者
(
管
理
者
)
に
、
草
刈
機

を
貸
出
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
刈
り

取
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、
区
に
委
託
す
る
方
法
が

あ
時
彖
す
。
委
託
料
は
、
一

平
方
㍍
当
た
り
五
十
九
円
で

す
。

問
合
せ
先
　
緑
歡
係

第12回環境保全
ポスターコンクール

入賞者決まる

「
公
害
の
部
」、
お
よ
び
自
然

や
緑
の
保
護
育
成
を
主
な
内

容
と
す
る
「
緑
化
の
部
」
に

千
点
余
り
の
5
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

各
賞
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
表
彰
式
は
、
来
年
一

月
二
十
三
日
に
、
西
新
井
区

民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
ポ
ス
タ
ー

展
」
会
場
で
行
う
予
定
で

す

。
A
公
害
の
部
V

【
区
長
声
】
青
木
義
徳
(
花

畑
中
)
、
【
金
賞
】
斉
藤
由
美
(

四
中
)
、
三
浦
令
子
(
十
五

中
)
、
大
山
興
良
(
十
六
忠

、

根
本
由
美
(
十
六
中
)
、【
銀

賞
】漆
原
徳
子
(
東
練
順
忠

、

水
野
恵
治
(
伊
興
中
)
、
武
井

弘
恵
(
竹
の
塚
中
)
、
小
林
里

笑
(
十
五
中
)
、
膺
水
琢
也
(
蒲
原

中
)
、鈴
木
敏
夫
(
扇
中
)
、
曽
根
浩

太
(
二
中
)
、島
田
直
人
(
花
畑
中
)
、

早
川
次
郎
(
十
六
中
)
、青
木
勉
(
江

南
中
)
、【
銅
賞
一
左
方
濟
児
(
花
畑

北
中
)
、
大
楽
佐
和
子
(
花
畑
北

中
)
、
谷
津
明
(
蒲
原
中
)
、
小
林
珠

子
(
東
綾
瀬
中
)
、田
村
努
(
十
六

中
)
、岡
野
祥
子
(
十
五
中
)
、山
口

央
高
(
蒲
原
中
)
、後
藤
友
香
里
(
東

綬
瀬
中
)
、金
誠
二
(
花
畑
北
中
)
、

薄
井
陽
子
(
江
南
中
)
、秋
元
直
樹

(
東
綾
瀬
中
)
、生
曳
早
苗
(
蕎
原

中
)
、川
又
律
子
(
伊
興
中
)
、丸
川

朋
子
(
土
(
中
)
、福
島
亮
(
溯
江

中
)
、間
中
友
明
(
十
五
中
)
、夜
井

憲
二
(
花
畑
中
)
、小
竹
佐
江
子
(
溯

江
中
)
、金
井
栄
作
(
伊
興
中
)
、佐

藤
喜
良
(
蒲
原
中
)
【
佳
作
】
平
船

稔
幸
(
四
中
)

ほ
か
4
9
名
。

A
緑
化
の
部
V

回

長
賁
一
大
西
克
枝
(
土
(

中
)
、
【
金
賞
】
根
本
由
美
(
十
六

中
)
、
武
居
伸
敏
(
花
畑
中
)
、
村
山

貞
則
(
花
畑
中
)
、
横
江
有
紀
(
蒲

原
中
)
、【
銀
貨
】
飯
島
規
江
(
四

中
)
、
後
藤
綾
乃
(
四
中
)
、栗
林
真

紀
(
十
中
)
、山
口
智
子
(
十
六
中
)
、

白
川
礼
子
(
十
六
中
)
、
田
中
に
美
(

土
(
中
)
、影
山
利
恵
(
土
(
中
)
、

穴
山
か
お
り
(
花
畑
中
)
、
宇
津
木

朋
広
(
伊
興
中
)
、
大
麕
牧
子
(
蒲

原
中
)
、【
銅
賞
】
堀
仁
美
(
四
中
)
、

上
村
薫
(
十
中
)
、小
田
部
安
良
(
十

中
)
、
渡
郡
友
美
(
十
中
)
、
小
沢
典

子
(
十
中
)
、
藤
田
香
(
土
(
中
)
、

難
波
艮
恵
(
土
(
中
)
、
小
堀
潤
子
(

十
六
中
)
、安
西
由
美
(
江
南
中
)
、

播
磨
綾
子
(
江
南
中
)
、
三
矢
敦
之
(

溯
江
中
)
、
木
村
真
由
美
(
東
綾

瀬
中
)
、
小
野
塚
伸
二
(
花
畑
中
)
、

日
向
雪
乃
(
花
畑
中
)
、
安
藤
登
志

江
(
花
畑
中
)
、
和
田
浩
明
(
花
畑

中
)
、田
島
耕
一
(
蒲
原
中
)
、
山
本

智
子
(
扇
中
)
、
池
田
奈
美
(
江
南

中
)
【
佳
作
】松
浦
明
日
香
(
四
中
)

ほ
か
4
9
名
。A

環
境
保
全
課
V

お
急
ぎ
く
だ
さ
い

水
洗
化
工
事

下
水
道
工
事
に
と
も
な
い
、水

洗
化
可
能
地
域
に
な
り
ま
す
と
、

該
当
地
域
の
方
は
、三
年
以
内
に

排
水
設
備
を
作
り
、水
洗
ト
イ
レ

に
改
造
す
る
ぶ
う
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま

で
に
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

左
表
地
域
は
、
水
洗
化
可
能
地

塚
と
な
っ
て
か
ら
、
昭
和
六
十
年

三
月
三
十
一
日
で
三
年
に
な
り
ま

す
の
で
工

事
を
お
急
ぎ
く
だ
さ

い
。ま

た
、
こ
の
三
年
以
内
の
工
事

に
対
し
て
は
、
水
洗
便
所
助
成
、

私
道
排
水
設
備
助
成
が
う
け
ら
れ

ま
す

。

問
合
せ
先
　
▽
水
洗
便
所
助
成
i・・

下
水
逎
局
小
菅
支
所
普
及
係

(
　
六
〇
一
T
八
八
二
二
)
　

▽
私
道
排
水
設
備
助
成
…

区

役
所
下
水
遠
課
普
及
係
　
(

八
八
九
-
六
一
六
こ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
　

現
在
、
区
内
各
所
で
下
水
道
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
次
の
地
域
が
工
事

終
了
に
と
も
な
い
、
水
洗
化
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に

お
住
ま
い
の
方
に
は
、
三
年
以
内

に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た
だ
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用
開

始
年
月
日
　
左
表
の
と
お
り

問
合
せ
先
　

下
水
道
笳
小
菅
支
所
(

(
○
ニ
ー
ハ
ハ
ニ
ニ
)

ま

た
は
区
役
所
下
水
遭
課
(
　

八

八
九
⊥
(
I

六
一
)
へ

。

水洗化可能地域一覧表

あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

区
内
の
恵
ま
れ
な
い
方
々

が
、
少
し
で
も
明
る
い
お
正

月
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
社
会

湎
祉
協
議
会
主
催
、
足
立
区

後
援
で
、
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
を
実
施
し
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間
　
十
二
月
二
十
八

日
ま
で

応
募
金
受
付
場
所
お
よ
び
問

合
せ
先
　
足
立
区
社
会
福
祉

協
議
会
(
　
八
八
八
-
一

五
五
〇
)
お
よ
び
民
生
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

区
民
葬
儀
利
用
券

区
で
は
、
区
内
葬
祭
業
者

の
協
力
で
、
一
般
ご
家
庭
の

た
め
、
区
民
葬
饑
利
用
獰
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

区
民
葬
儀
の
利
用
料
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

葬
祭
料
(
祭
壇
・
御
寝
棺

含
)

▽
金
ら
ん
四
段
飾
り
・
;
十
七

万
八
千
円

▽
白
布
三
段
飾
り
・・・
九
万
五

千
円
　
▽
白
布
二
段
飾
り
・・・

七
万
九
千
円

※
こ
の
ほ
か
、
霊
柩
車
邏
送

料
、
火
葬
料
、
遺
骨
収
納
容

器
料
な
ど
の
諸
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
指
定
店
に

ご
相
談
ぐ
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
戸
篳
課

勤
労
青
少
年
寮
入
寮
者
募
集

名
称
・
場
所
　
勤
労
青
少
年

寮
(
予
住
桜
木
ニ
ー
一
五

上
-

一
〇
ご

施
設
内
容
　
居
室
(
個
室
十

一
・
七
平
方
㍍
)
ほ
か

入
寮
資
格
　
▽
都
内
の
中
小

企
業
に
勤
筋
す
る
単
身
男

子
で
、
年
齢
十
五
歳
以
上

二
十
八
歳
禾
満
　
▽
申
し

込
み
の
日
前
三
ヵ
月
の
平

均
月
収
が
十
五
万
円
以
下

入
寮
予
定
人
員
　
若
干
名

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
せ
ん
)

使
用
料
　
月
額
五
千
百
円
(

電
気
、
ガ
ス

、
水
道
料

別
)

※
申
込
用
紙
は
助
労
福
祉
係

ま
た
は
勤
労
青
少
年
寮
に
あ

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
勤
労
福

祉
係

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
へ

教

育

相

談

室

▽
一

話
に
よ
る
相
談

日
時
　
火
曜
日
L
金
曜
日
　

午
前
十
時
I
午
後
四
時
　

八
八
四
-

七
八
六
七

▽
面
接
に
よ
る
相
駁
(
予
約

制
)

日
時
　
月
曜
日
～
土
曜
日
　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

(た
だ
し
、
土
曜
日
は
正

午
ま
で
)

場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育

相
談
室
　
　
八
五
九
-
九

五
三
一

◎
教
育
相
談
東
部
分
室

日
時
　
月一
日
卜
金
曜
日
　

午
前
九
時
I
午
後
四
時

場
所
　
北
三
谷
小
学
校
内
　
　

(
二
〇
一
五
九
〇
〇
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保健・衛生

年
末
年
始
の
食
品
衛
生

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
用
に
い
ろ

い
ろ
の
食
品
が
大
置
に
流
通
し
ま

す
。保

健
所
で
は
、
製
造
業
・
飲
食

店
・
販
売
店
な
ど
の
食
品
営
業
施

股
に
対
し
、
監
視
や
食
品
の
検
査

な
ど
歳
末
一
斉
取
り
締
ま
り
を
行

い
、
食
品
に
よ
る
事
故
の
防
止
に

万
全
岑
期
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
皆
さ
ん
も
適
切
な
食

生
活
を
9
る
た
め
に
'
a

の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

≪
衛
生
的
な
食
品
を
買
う
≫

◇
お
店
を
選
び
ま
し
ょ
う

冷
蔵
の
必
薺
な
食
品
は
き
'
{ん

と
冷
蔵
ヶ
-
ス
に
入
れ
て
、
遍
略

で
食
品
岑
奠
出
販
売
し
て
い
な
い

清
潔
な
店
で
買
い
ま
し
ょ
う
。

◇
外
観
や
値
段
ば
か
り
で
な
く
、

食
品
の
表
示
を
よ
く
調
べ
る

食
品
の
表
示
は
、
消
費
者
の
利

益
の
保
護
と
食
品
の
安
全
お
よ
び

衛
生
確
保
を
ほ
か
る
た
め
の
も
の

で
す
。

▽
名
称
▽
製
造
所
所
在
地
・
製

造
者
氏
名
▽
食
品
添
加
物
名
▽
製

造
年
月
日
(
そ
う
粟
、
魚
肉
ね
り

製
品
、
食
肉
製
品
な
ど
)
に
つ
い

て
確
か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
冬
に
多
い
「
生
カ
キ
」
に
よ
る

食
中
毒

生
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
「
生
食

用
」
と
表
示
の
あ
る
も
の
だ
け
で

す
。
加
熱
調
理
用
の
カ
キ
で
も
気

安
め
程
度
に
火
を
通
す
の
で
は
、

表
面
の
菌
は
殺
さ
れ
て
も
、
内
部

の
薗
は
生
き
残
り
ま
す
。
十
分
に

火
を
通
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

≪
台
所
の
衛
生
≫

◇
冷
蔵
庫
の
過
信
は
危
険

細
菌
は
低
温
で
も
発
膏
し
増
殖

し
ま
す
。
安
全
温
度
と
し
て
摂
氏

五
度
以
下
に
食
品
を
保
存
す
る
こ

と
。ま

た
、
躓
内
の
汚
れ
を
お
湯
で

拭
き
取
り
、
逆
性
せ
っ
け
ん
、ま
だ

は
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど

の
殺
菌
剤
で
よ
く
拭
き
取
っ
て
消

毒
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◇
食
べ
る
前
に
再
加
熱
を

一
度
に
大
量
の
料
理
を
つ
く
り

何
日
も
か
け
て
食
べ
る
こ
と
は
、

衛
生
上
の
危
険
を
と
も
な
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
調
理
し
て
か
ら

時
間
の
た
っ
た
食
品
は
、
食
べ
る

前
に
も
う

】
度
十
分
に
加
熱
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

暴
飲
暴
食
な
ど
に
よ
っ
て
、
か

ら
だ
の
抵
抗
力
を
弱
め
る
こ
と
の

な
い
ぷ
つ
、
健
康
で
楽
し
い
お
正

月
を
通
凡
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
(
　

八

五
五
-
四
一
五
一
)
、千
住
保
健

所
(
　

八
八
八
-
四
二
七
七
)

胃
の
検
診

子
宮
が
ん
検
診

対
象
　
▼
胃
の
検
診
・
:満
三
十
五

歳
以
上
の
区
民
　

▼
子
宮
が
ん

検
診
・
:満
三
十
歳
以
上
の
区
民

(た
だ
し
、
い
ず
れ
も
廰
去
一

年
以
内
に
検
診
を
受
け
て
い
な

い
方
)

検
齢
日
程
　
左
表
り
と
お
り

費
用
　
胃
の
検
診
・
子
宮
が
ん
倹

診
と
甃
(
百
円
(
た
だ
し
、生
活

保
護
世
帯
の
方
は
生
活
保
護
の

し
お
n
と
印
か
ん
を
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
住
民
税
非

課
税
証
明
一
と
印
か
ん
を
、
当

日
持
参
す
れ
ば
免
除
さ
れ
ま

す
)

検
診
の
で
き
な
い
方
　

▼
胃
の
検

診
・・・
胃
の
手
術
を
し
た
方
、
胃

の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊
娠

し
て
い
る
方
、
ま
た
妊
娠
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
方
　
▼
子
宮

が
ん
検
診
・・・
生
理
中
の
方
、
産

婦
人
科
医
で
受
診
中
の
方

申
込
方
法
　
往
復
(
ガ
キ
に
、
希

望
検
診
名
、
検
診
日
、
検
診
場

所
、
申
込
者
の
住
所
・
氏
名
(
ふ

り
が
な
)

性
別
・
生
年
月
日
・

年
齢
・
電
話
番
号
、
足
立
保
健

所
で
子
宮
が
ん
検
診
を
受
診
し

た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
受
診
日

・
番
号
を
記
入
の
冫
凡
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
(
各
検
診
と
も

一
人
一
枚
限
り
)

申
込
期
限
　
い
ず
れ
も
、
十
二
月

八
日
(
当
日
消
印
有
効
)

≪
ご
注
意
≫
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
孝
司

な
お
子

宮
が
ん
検
診
に
限
り
、
抽
選
に
も

れ
た
方
は
、
区
内
の
産
婦
人
科
医

で
検
診
(
費
用
は
同
じ
)
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
東
亰
都
が
ん
倹
診

セ
ン
タ
ー
で
検
診
希
望
の
方
お
よ

び
子
宮
が
ん
検
診
の
産
婦
人
科
医

で
受
診
さ
れ
る
方
は
、
受
診
票
交

付
の
た
め
所
管
の
保
健
所
や
保
健

相
鮫
所
に
、
後
日
お
い
で
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所

(
〒
1
2
1伊
興
町
前
沼
一
一
五
七

⊥
(
　

八
五
五
一

四
一
五

一
)

検診日程表

4
0
歳
か
ら
の
女
性
の
健
康
づ
く
り

保
健
栄
養
教
室

十
二
月
コ
ー
ス

日
時
　
十
二
月
五
日
・
十
二
日
・
:

午
後
一
時
三
十
分
一
三
時
三
十

分
(
貧
血
検
査
希
望
者
は
午
後

一
時
か
ら
)
、十
二
月
十
九
日
・
:

午
前
十
時
～
正
午

場
所
　
千
住
保
健
所

内
容
　

一
日
目
・・・若
さ
を
保
つ
栄

餮
学
、
貧
血
検
査
、
塩
分
測
定
、

ス
ラ
イ
ド
、
う
す
味
の
試
食
等

二
日
目
・
:バ
ラ
ン
ス
食
、試
食
、

講
話
、
三
日
目
・
:
桑
し
く
か
ら

だ
を
動
か
そ
う

持
っ
て
く
る
物
　
み
そ
汁
八
十
四

と
筆
記
具

費
用
　
無
料
(
た
だ
し
貧
血
検
査

は
二
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
)

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

一
八
八
八
-
四
二
七
七

成
人
病
検
診
の

お

知

ら

せ

脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
成
人
病
は
、
自
覚
屁
状
の
な

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
成
人
病
の

予
防
に
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
毎
週
金
曜
日
、
午
前
九
時

～
十
時

場
所
　
千
住
保
健
所

対
象
　
区
内
在
住
の
員
三
十
虞
以

上
の
方

検
査
項
目
　
心
電
図
、
眼
底
、
尿

血
眼
な
ど
二
十
三
項
目
(
胃
、

子
宮
が
ん
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
)

費
用
　
五
千
円

申
込
方
法
　
電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保
健
所

八
八
八
一
四
二
七
七

心
の
ゆ
れ
と
危
険
サ
イ
ン

思
春
期
の

精
神
衛
生
講
演
会

日
時
　
十
二
月
十
五
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

講
師
　
宮
内
勝
氏
(
東
京
大
学
附

属
病
院
精
神
科
医
師
)

定
員
　
七
十
名

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
保
健
相

談
所
　
　
(
○
六
―
四
一
七
一

ひ
ろ

ば

□
四
李
絵
画
研
究
会
会
員
募
集

日
時
　
毎
月
第
四
火
曜
日
午
後
　

六
時
～
九
時

場
所
　
矢
沢
ア
ト
リ
エ
(
本
木
西

町
)

課
題
　
静
物
、人
体
デ
ッ
サ
ン
、

回
`
批
評

費
用
　
会
費
二
千
円
(
茶
菓
、モ

デ
ル
代
を
含
み
、
指
導
も
し
ま

す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
矢
沢
　
　
八

九
八
-
六
八
〇
八

□
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

日
時
　
毎
週
一
回
平
日
、
月
四
回

午
前
十
時
頃
か
ら
約
二
時
間

場
所
　
区
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員
　
二
十
名
(
先
着
順
)

費
用
　
二
千
円
(
コ
ー
チ
が
指
導

し
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
吉
田
　
　
八

八
五
上
二
六
一
四

□
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
　
十
二
月
二
十
日
(
木
)
午

後
六
時
～
八
時

場
所
　
産
業
振
興
館

対
象
　
独
身
男
女

費
用
　
三
千
円
(
た
だ
し
女
性
二

千
円
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限
　
十
二
月
十
二
日
(
水
)

必
一

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
京
商
工
会

議
所
足
立
支
部
(
〒
a
千
住
仲

町
一
八
上

○
　
　
八
八
一
i

九
二
〇
〇
)

□
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
す
ず

ら
ん

日
時
　
月
に
三
回
月
曜
日
(予
定
)

午
後
七
時
～
八
時

場
所
　
青
年
館

対
象
　
青
年
男
女

三
十
名

費
用
　
入
会
金
千
円
、
会
費
三
千

円
(
講
師
謝
礼
等
)

申
込
方
法
　
(
ガ
キ
ま
た
は
電
話

で
申
込
・
問
合
せ
先
　
竹
本
(
〒
1
2
3

西
新
井
栄
町
T
上

一
-
二
三

八
八
七
上
二
九
三
七
)

投
稿
・
カ
ッ
卜
募
集
!

投
稿
・
問
合
せ
先
　
広
報
課

(
〒
ほ
千
佳
一
-
四
-

一

八
)

気
を
つ
け
よ
う
暖
房
時
の
換
気

□
開
放
型
と
密
閉
型

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
や

瞬
間
湯
沸
器
に
は
、
燃
焼
ガ
ス

を
直
接
室
内
に
放
出
す
る
開
放

型
と
、
室
外
に
排
気
す
る
暦
閉

型
の
も
の
が
あ
り
李
T
。
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
式
の
暖
房
器
も
、

ほ
と
ん
ど
が
開
放
型
で
す
。

□
換
気
が
不
足
す
る
と

灯
油
や
ガ
ス
を
直
接
、
室
内

で
燃
焼
さ
せ
る
開
放
型
の
暖
房

器
や
瞬
間
馬
脚
器
、
ガ
ス
レ
ン

ジ
な
ど
は
、
空
気
中
の
酸
素
を

使
い
炭
酸
ガ
ス
を
放
出
し
ま

す
。こ

の
と
き
部
屋
を
閉
め
切
っ

て
い
る
と
炭
酸
ガ
ス
に
よ
っ
て

空
気
が
汚
れ
、
酸
素
の
量
も
減

っ
て
孝
豕
す
。
空
気
中
の
酸
素

貴
が
減
る
と
、
呼
吸
困
難
な
ど

の
酸
素
欠
乏
足
を
起
こ
し
、
気

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も

あ
n
華
子
。
ま
た
、
酸
素
不
足

に
よ
る
不
完
全
燃
焼
が
起
こ

り
、
一
酸
化
炭
素
が
発
生
し
て

中
毒
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

□
充
分
な
換
気
を

最
近
の
歌
は
サ
ッ
シ
な
ど
に

よ
ひ
気
密
性
が
高
く
な
り
、
す

き
間
風
に
よ
る
自
然
の
換
気一

が
少
な
く
な
っ
て
い
串
歹
。
開

放
型
の
暖
房
器
を
便
う
と
き

は
、
一
時
間
に
一
回
程
度
、
室

内
の
空
気
を
十
分
に
換
気
す
る

必
要
が
あ
n
基
子
。

ま
た
、
開
放
型
の
瞬
間
膓
沸

器
や
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
を
便
う
と

き
は
、
常
に
換
気
牙
心
が
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
寒
い
か
ら

と
い
っ
て
部
屋
を
閉
め
切
る
こ

と
は
危
険
で
す
。

問
合
せ
先
　
足
立
保
健
所
　
八

五
五
-
四
一
五
一
、
千
住
保

健
所
　
八
八
八
-
四
二
七
七

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
1
)

今
日
の
東
京
で
は
、
こ
こ
が

同
和
地
区
で
あ
る
と
し
て
、
そ

の
実
能
冪
ぽ
っ
き
り
つ
か
む
こ

と
は
、
極
め
て
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
今
も
な
お
、
文
化

的
に
も
経
済
的
に
も
低
い
生
活

環
境
に
苣
か
れ
て
い
る
地
域
が

あ
り
ま
す
。

歴
史
的
に
見
て
み
る
と
、
江

戸
時
代
に
は
、
江
戸
の
I
か
く

に
弾
左
衛
門
と
い
う
人
が
屋
敷

を
構
え
て
、
関
東
を
中
心
に
当

時
の
士
農
工
商
よ
り
さ
ら
に
低

い
身
分
と
し
て
扱
わ
れ
た
人
た

ち
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
弾
左
衛
門
が
治
め
て
い

た
総
家
数
は
、
寛
成
十
二
年
(
一

八
〇
〇
年
)
に
、
弾
左
衛
門
が

奉
行
所
に
出
し
た
上
申
書
に
よ

る
と
、
江
戸
を
含
め
て
七
千
七

百
余
軒
と
い
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
明
治
四
年
解
放
令
が

出
さ
れ
た
当
時
の
記
録
に
よ
る

と
、
東
京
都
周
辺
に
は
二
百
三

十
余
地
区
が
存
在
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
百
年
以
前
に
は

あ
っ
た
東
京
の
同
和
地
区
が
、

現
在
明
確
で
な
い
の
は
ど
う
し

て
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
ま
ず
第

一
に
明
治
六
年
の
立
ち
の
き
命

令
、
関
東
大
震
災
後
の
都
市
計

画
な
ど
で
市
域
外
へ
の
移
転
が

あ
っ
た
こ
と
。

第
二
に
、
関
東
大
震
災
や
第

二
呎
大
戦
で
災
害
に
あ
い
、
そ

の
後
あ
た
ら
し
く
建
て
ら
れ
た

と
こ
ろ
が
東
京
に
多
い
こ
と
。

第
三
に
、
戦
後
の
急
速
な
都

市
化
に
よ
り
人
口
や
産
業
の
集

中
が
は
げ
し
く
、
一
段
と
混
住

が
進
ん
だ
た
め
、
地
区
の
姿
が

次
第
に
不
明
確
に
な
っ
た
こ

と
。こ

れ
ら
の
理
由
で
、
は
っ
き

n
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
な
と

こ
ろ
が
多
く
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

し
か
も
、
大
都
市
特
有
の
意

蔽
傾
向
と
し
て
、
自
分
に
匱
接

関
係
の
な
い
も
の
に
対
し
て

は
、
無
関
心
だ
と
い
う
'
』
と
も

あ
っ
て
、
同
和
問
題
が
潜
在
化

す
る
傾
向
に
あ
n
永
丁
。

し
か
し
、
歴
史
的
に
み
て
も
、

行
政
的
な
差
別
地
域
が
般
け
ら

れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、

ま
た
、
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
差

別
問
題
が
お
き
て
い
ま
す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
区
役
所
同
和
対
策
担

当
へ
。

犬
の
飼
い
主
の

方
へ
お
願
い

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し

ょ
う
　
▽
散
歩
中
の
鎮
は
で
き

る
だ
け
短
く
持
ち
ま
し
ょ
う
　

▽
散
歩
中
の
ふ
ん
の
後
始
末
は

責
任
も
っ
て
処
理
し
ま
し
ょ
う

動
物
の
無
料
健
康

相
談
と
犬
の
登
録

・
予
防
注
射

日
時
・
会
場
　
左
表
の
と
お
り

内
容
　
動
物
の
飼
い
方
、
健
康

相
談

相
談
　
足
立
区
獣
医
師
会

※
会
場
で
は
、
秋
の
定
期
狂
犬

綢
予
防
注
射
が
済
ん
で
い
な
い

犬
の
注
射
、
今
年
度
登
録
の
済

ん
で
い
な
い
犬
の
登
録
も
行
い

ま
す
。

登
録
手
数
料
　
二
千
百
円

注
射
料
金
　
士
(
百
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
三
百

六
十
円

愛
猫

家
の

皆
さ

ん

へ

最
近
、
区
民
の
方
か
ら
捨
て

猫
の
苦
情
が
た
く
さ
ん
き
て
い

ま
す
。
適
切
な
猫
の
飼
育
を
お

願
い
し
ま
す
。

足
立
″
。獣
医
師
会
で
は
、
捨

て
猫
防
止
の
た
め
、去
勢
手
術
、

避
妊
手
術
を
安
く
行
い
李
す
。

申
込
方
法
　
左
衷
の
会
場
で
受

け
付
け
廖
y

問
合
せ
先
　
い
ず
れ
も
。
防
疫

指
導
係

就
労
両
親
学
級

日
時
　
十
二
月
八
日
(
土
)
　

十
五
日
(
土
)
い
ず
れ
も
、

午
後
一
時
一
四
時

場
所
　
千
住
保
健
所
講
堂

対
象
　
働
い
て
い
る
妊
婦
と

配
偶
者

内
容
　
妊
娠
中
の
生
理
、
赤

ち
ゃ
ん
の
衣
類
、
家
族
計

圖
、
妊
婦
の
栄
養
、
お
産

の
単
備
、
質
疑
t
`
答
な
ど

持
参
す
る
も
の
　
母
子
手

帳
、
筆
記
具
、
さ
ら
し
一

五
〇
㌢

申
込
方
法
　

電
話
予
約

申
込
期
限
　

十
二
月
七
B

申
込
・
問
合
せ
先
　
千
住
保

藏
所
　
　

八
八
八
-
四
二

七
七

お
気
軽
に
ご
相
談
を

国

民

年

金

相

談

国
民
年
金
相
談
案
内
状
を

受
け
と
っ
た
方
は
、
次
の
日

程
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
十
二
月
十
四
日
(
金
)
区

役
所
二
階
ホ
ー
ル

▽
十
二
月
十
七
B
(
月
)
社

会
保
険
事
筋
所

▽
十
二
月
十
八
日
(
火
)
区

役
所
二
階
ホ
ー
ル

▽
十
二
月
十
九
日
(
水
)
社

会
保
険
事
務
所

▽
十
二
月
二
十
日
(
木
)
区

役
所
第
二
庁
舎

▽
十
二
月
二
十
一
日
(
金
)

区
役
所
二
陪
ホ
ー
ル

※
い
ず
れ
も
相
談
時
閥
は
午

前
十
時
～
三
時
三
十
分

問
合
せ
先
　
足
立
社
会
保
険

事
筋
所
　
　
六
〇
四
1
0

一
一
一

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

□
国
民
年
金
の
保
険
料
は

「
所
得
控
除
」
の
対
象
に
な

り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
課
税

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

で
、
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
が
今
年
の
一
月
か

ら
十
二
月
ま
で
に
納
め
た
保

険
料
は
、
ご
主
人
の
年
末
調

整
の
際
に
提
出
す
る
「
保
険

料
控
除
申
告
S
」
に
配
入
す

れ
ば
控
除
さ
れ
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課

□
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

期
間
の
あ
る
方
へ
、
遒
納
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

経
済
的
な
事
情
や
生
活
保

護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
受
給

に
よ
り
、
保
険
料
納
付
の
免

除
を
受
け
て
い
た
期
間
(
免

除
期
間
)
は
、
過
去
十
年
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
、当
時
の

保
険
料
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
糞
汞
す
。

免
除
期
間
は
、
そ
の
期
間

の
年
金
額
が
三
分
の
一
に
減

額
さ
れ
ま
す
が
、
返
納
す
る

こ
と
に
よ
り
免
除
期
間
が
納

付
期
間
と
な
n
ま
す
の
で
、

減
額
さ
れ
ま
せ
ん
。

免
除
さ
れ
て
か
ら
十
年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る

恚
つ
に
な
っ
た
と
き
に
は
、

追
納
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

問
合
せ
先
　
国
民
年
金
課
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駅
伝
大
会

日
時
　
一
月
二
十
七
日
(
日
)
、
午

前
八
時
三
十
分
集
合
(
雨
天
の

場
合
は
二
月
二
日
に
順
延
)

コ
ー
ス
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
千

庄
新
橋
グ
ラ
ン
ド
～
扇
大
僑

間
)

集
合
場
所
　
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

参
加
資
格
　
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

チ
ー
ム
編
成
・
距
離

A
男
子
V
y
一
般
の
部
お
よ
び

大
学
・
高
校
の
部
・
・
・
監
督
一

名
、瀑
キ
五
名
、補
欠
二
名
(
一

人
五
㌔
㍍
)
　
▼
中
学
の
郡
・
-
・

監
督
一
名
、
選
手
六
名
、
補
欠

二
名
(

一
人
四
㌔
㍍
)

※
一
般
の
部
に
は
大
学
・
高
校
生

は
出
場
で
き
ま
せ
ん
。

A
女
子
V

▼
一
般
・
高
校
の
部

お
よ
び
中
学
の
部
・・・
監
曾
一

名
、
瀰
キ
五
名
、
補
欠
二
名
(
一
-
<

三
㌔
㍍
)

申
込
方
法
　

所
定
の
用
紙
(
体
育

課
に
あ
り
)
に
必
要
事
項
を
配

入
し
直
接
ま
た
は
郵
送
の
こ
と

申
込
期
限
　
十
二
月
二
十
二
日
(

正
午
ま
で
に
必
着
の
こ
と
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
体
育
課
(
〒
a

千
住
一
-
四
-
一
八
)

手

芸

教

室

日
時
　
一
月
～
三
月
の
第
二
・
四

土
曜
日

午
後
一
時
～
二
時
三

十
分

場
所
　
老
人
会
館

対
象
　
六
十
歳
以
上
の
区
民

内
容
　
は
り
絵
、
木
目
込
細
工
等

定
員
　
三
十
名
(
抽
壥

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
期
限
　
十
二
月
十
二
日

申
込
・
問
合
せ
先
　
老
人
会
館
　

八
五
九
-
九
七
三
二

生

活

教

室

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
　
十
二
月
十
五
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
～
四
時

場
所
　
花
畑
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容
　
正
月
の
祝
い
膳
は
、
手
作

り
の
お
せ
ち
科
理
で

費
用
　
五
百
円
(
当
日
持
参
)

定
員
　
三
十
名
(
先
着
順
)

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
花
畑
セ
ン
タ

ー
　
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
　
十
二
月
十
八
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分一
四
時

場
所
　
足
立
農
S
北
峻
瀬
支
店

対
象
　
区
内
在
住
・
在
動
の
婦
人

内
容
　
健
全
な
食
生
活
に
つ
い
て

考
え
る
(
手
打
ち
そ
ぱ
の
実
習

が
あ
り
奪
す
)

定
員
　
三
十
名

費
用
　
百
三
十
円

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ

ー
　
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一

料

理

教

室

日
時
　
▼
一
月
二
十
三
日
　
▼
二

月
二
十
七
日
　
▼
三
月
二
十
七

日
(
い
ず
れ
か
一
日
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
　
東
和
社
会
教
育
館

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
の
女
性

内
容
　
チ
ー
ズ
を
使
っ
た
料
理

費
用
　
七
百
円

定
員
　
三
十
名
(
先
着
軍
)

申
込
方
法
　
直
接
窓
口

申
込
・
問
合
せ
先
　
東
和
社
会
教

弯
館
　
　
(
二
八
⊥
(
二
〇
一

花
畑
セ
ン
タ
ー

冬
の
婦
人
教
室

□
料
理
教
室

日
時
　
一
月
二
十
五
日
、
二
月
八

日
・
二
十
二
日
、
三
月
八
日

い
ず
れ
も
、
午
後
二
時一
四
時

三
十
分

費
用
　
二
千
円
(
四
回
分
材
料
費
)

定
員
　
三
十
名

□
陶
芸
教
室

日
時
　
一
月
二
十
二
日
、二
月
五

日
・
十
九
日
、三
月
十
二
日
、

い
ず
れ
も
、午
前
十
時
～
正
午

費
用
　
八
百
円
(
四
回
分
材
料
費
)

定
員
　
二
十
名

対
象
　
い
ず
れ
も
、区
内
在
住
・

在
勤
の
婦
人
で
、
全
日
程
参
加

で
膏
る
方

申
込
方
法
　
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
教
室
名
一
つ
(

一
教

室
一
人
一
枚
)
を
記
入
の
冫
凡
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
(

申
し

込
み
多
数
の
塑
J
は
抽
選
)

申
込
期
限
　
十
二
月
十
日
(

当
日

消
印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
　

花
畑
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
1花
畑
四
-

一
六
-
一

三
　
　

八
五
〇
-
二
六
一
七
)

あ
し
だ
ち
大
学

公

開

大

学

日
時
　
十
二
月
十
一
日
(
火
)
午

前
十
時
～
正
午
(
開
場
午
前
九

時
三
十
分
)

場
所
　
東
部
セ
ン
タ
ー

対
象
　
区
内
在
住
・
在
勤
9
(
十

歳
以
上
の
方
(
無
料
)

内
容
　
素
瞬
ら
し
い
人
間
関
係

講
師
　
吉
武
輝
子
氏
(
評
論
家
)

定
員
　
百
四
十
名
(
当
R
先
構
順
)

問
合
せ
先
　
東
部
セ
ン
タ
ー
　
　
(

○
五
一
七
一
〇
一

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
　
十
二
月
十
五
日
(
土
)
午

唆
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
助
労
福
祉
会
館

対
象
　
一
般
助
労
者
(
無
料
)

定
員
　
男
・
女
各
五
十
名
(
先
着

順
)

申
込
期
限
　
十
二
月
十
二
日

申
込
方
法
　
匱
接
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先
　
動
労
福
祉
会

館
　
　
八
四
〇
-
二
五
二
五
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新春スポーツ教室開講 ( 12月5 日午前9 時より受付)

※ 上記教室で1～4、6、7、9～11の教室の受講者は事前に12番の健康チェックを受けてください。
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野
球
チ
ー
ム

登
録
の
更
新

野
球
チ
ー
ム
登
録
(
昭
和

六
十
年
分
)
の
更
新
を
行

い
ま
す
。
登
録
が
な
い
と
区

営
野
球
場
の
抽
選
会
に
参
加

で
さ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

受
付
開
始
　
卜
二
月
五
日
か

ら
随
時

受
付
場
所
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

登
録
資
格
　
区
民
ま
た
は
、

区
内
の
事
業
所
の
従
業
員

で
鋼
成
し
て
い
る
チ
ー
ム

問
合
せ
先
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
　
　
八
五
九
一

八
二
一
一

区
立
小
学
校
連
合
写
生
大
会

優

秀

作

品

展

期
間
　
十
二
月
六
I
土
(
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時
　

(た
だ
し
、
火
躍
日
を
吸

さ
ま
す
。)

場
所
　
西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

内
容
　
区
立
小
学
校
連
合
写

生
会
で
の
児
童
の
作
品
を

展
示
し
ま
す

問
合
せ
先
　
区
立
小
学
校
教

育
研
究
会
図
画
工
作
部
(

入
谷
南
小
学
校
内
)
　
　

八
五
七
-
四
六
七
一

あ なた も
おとな の仲間入り
… 成 人の 日の

集い

成
人
に
な
る
方
を
対
象
に

、

区
で
は
「
成
人
の
日
の
集
い

」

衆

采
年
一
月
十
五
日
に
文
化

会
館
等
で

灯
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
年
賀
状
で

通
知
し
ま
す
。

対
象
　
昭
和
三
十
九
年
四
月
二

日
I

昭
和
四
十
年
四
月
一
日

の
間
に
生
ま
れ
た
方

出
張
所
別
の
会
場

▽
産
業
振
興
館
・
・
・
午
前
十
時

三
十
分
開
式
(
常
賽
・
第
三
～

第
五
・
第
十
二
・
第
二
十
出
張

所
管
内
の
方
)

▽
文
化
会
館
・
・
・
午
前
十
時
三

十
分
間
式
(
第
七
～
第
九
・
第

十
三
I
第
十
六
・
麑
浜
出
張
所

管
内
の
方
)

▽
文
化
会
館
・
・
・
午
後
一
時
三

十
分
開
式
(
第
六
・
第
十
・
第

十
万
第
十
七
～
第
十
九
・
東

綾
瀬
・
東
栗
原
・
花
畑
・
神
明

・
佐
野
出
張
所
管
内
の
方
)

問
合
せ
先
　
文
化
係

掲
示
板

○
年
末
融
資
は

お
早
目
に

融
資
額
　
三
千
万
円
(
運
転

賢
金
は
二
千
百
万
円
)
以

内
利
率
　
七
・
六
%

貸
付
期
間
　
運
転
資
金
;
左

年
以
内
、
設
備
資
金
・・・
七

年
以
内

く
わ
し
く
は
、
国
民
金
融

公
家
千
住
支
店
(
　

八
八
一

上
(
I

七
五
)
へ

。

○
記
念
入
場
券
を

発
売
し
ま
す

国
鉄
北
千
住
駅
開
業
八
十

八
周
年
の
記
念
入
場
券
を
発

売
し
ま
す
。

発
売
日
　
十
二
月
八
日

金
額
　
三
百
円
(三
枚
一
組
)

発
売
場
所
・
問
合
せ
先
　
北

千
庄
駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
　

八
八
八
-
五
七
三
三

○
保
留
地
を

売
却
し
ま
す

入
札
日
時
　
十
二
月
十
二
日

午
前
十
時
I
正
午

保
留
地
区
画
　
十
一
区
画

現
地
案
内
　
十
二
月
四
日
～

十
一
日
、
午
前
十
時
I
午

唆
三
時

入
札
場
所
・
問
合
せ
先
　
江

北
北
郡
土
地
区
画
整
理
組

合
　
　
八
九
七
-
二
二
三

一
○
東
京
都

最
低
賃
金
改
正

東
京
都
最
低
賞
金
(
地
域

別
一

低
黄
金
)

が
十
一
月
三

日
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た

。

最
低
賃
金
額
　

▽
日
額
・・・
三

千
五
百
六
十
四
円
　

▽
時

閧
額
・
:四
百
六
十
三
円

※
食
料
品
裂
造
業
、機
械
金

糲
製
品
製
造
業

。
卸
売
業
・

小
充
業
等
は
別
に
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
皐
T

。

く
わ
し
く
は

、
東
京
労
働

基
箪
局
質
金
課
(
　

八
一
四
-

五
三
七
一
)
ま
た
は
、足
立

労
働
基
準
監
督
署
(
　

八
八

二
-
一
一
八
七
)

へ
。

訂

正
ト

ー月
二
十
日
号

の
麕
河
原
・
伊
豆

高
原
「
あ
だ
ち
荘
」
の
二
月

の
休
館
日
に
誤
り
が
あ
n
l

し
た
。
お
わ
び
し
て
町
正
し

串
す
。

(正
)

十
二
日
・
十
三
日
・

一

二
土
(
日
・
二
十
七
B

(誤
)

十
二
日
・
十
三
日
・

二
十
二
日
・
二
十
三
日

昭
和
6
0年
度

保
育
園
児
募
集

申
込
で
き
る
方
　

保
麗
者
が
働

い
て
い
た
り
、
病
気
な
ど
で

児
童
の
保
育
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
は
困
難
な
方

申
込
に
必
要
な
も
の
　
昭
和
五

十
九
年
度
分
特
別
区
民
税
額

の
わ
か
る
も
の
(
納
税
通
知

一

、特
別
徴
収
税
額
通
知
一

、

ま
た
は
課
税
証
明
書
)
、印
か

ん
※
確
定
甲
告
を
し
て
い
る
方

は
、
昭
和
五
十
八
年
分
の
確
定

申
告
の
控
が
必
要
で
す

申
込
期
限
　
十
二
月
十
五
日
(

申
込
S

は
各
福
祉
事
務
所

に
あ
n
ま
す
)

申
込
・
問
合
せ
先
　
あ
な
た
の

住
所
を
管
轄
す
る
福
祉
事
務

所
　
▽
足
立
福
祉
串
務
所

(
　
八
八
八
-
三
一
四
一
)

▽
中
留
福
祉
事
務
所
(
　

八

八
九
L

一
四
八

ご
　

▽
東

部
福
祉
事
務
所
(
　

六
〇
五

一
七
一
〇
五
　
▽
西
部
福
祉

事
筋
所
(
　

八
九
七
i

五
〇

一
口
　

▽
北
部
福
祉
事
務

所
(
　
八
八
三
-

六
八
〇
〇
)

延

長
保

育

の
実

施

保
霞
者
が
助
筋
時
間
等
の
鄒

合
に
よ
り
、
常
時
、
午
後
六
時

一

七
時
の
間
保
育
す
る
人
が
い

な
い
児
童
(
一
歳
六
ヵ
月
以
上
)

の
延
長
保
育
を
行
う
予
定
で

す

。く
わ
し
く
は
、
申
し
込
み
時

に
、お
問
い
台
わ
せ
く
だ
さ
い
。

延
長
保
育
実
施
予
定
保
育
園

▽
千
住
あ
ず
ま
保
育
園
　
▽

本
木
柬
保
育
園
　
▽
大
谷
田

第
一
保
育
園
　
▽
す
わ
ぎ
保

育
園
　

▽
竹
の
撮
保
育
園

A・O　240, 000


